
日
本
で
唯
一
の
車
扱
セ
メ
ン
ト
輸
送

三
重
県
い
な
べ
市
に
、
お
よ
そ
90
年
の
歴

史
を
有
す
る
セ
メ
ン
ト
工
場
が
あ
る
。「
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
藤
原
工
場
」
だ
。
三
岐
線
東

藤
原
駅
は
藤
原
工
場
に
隣
接
、
工
場
と
駅
は

３
本
の
専
用
線
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
実
は

三
岐
線
は
そ
も
そ
も
セ
メ
ン
ト
輸
送
の
た
め

に
敷
設
さ
れ
た
路
線
な
の
で
あ
る
。

１
９
２
７
年
、
藤
原
岳
で
セ
メ
ン
ト
の
主

原
料
で
あ
る
良
質
の
石
灰
岩
が
採
れ
る
こ
と

に
着
目
し
た
小
野
田
セ
メ
ン
ト
と
浅
野
セ
メ

ン
ト
（
と
も
に
現
・
太※

平
洋
セ
メ
ン
ト
）
は
、
セ

メ
ン
ト
工
場
建
設
を
計
画
。
藤
原
岳
周
辺
と

四
日
市
港
を
結
ぶ
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
を
出

願
し
た
。
鉄
道
は
、
両
社
の
鉄
道
構
想
を
一

本
化
し
て
敷
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
翌
28

年
に
「
三
岐
鉄
道
株
式
会
社
」
が
設
立
。
31

年
7
月
に
富
田

－

東
藤
原
駅
間
23
・
１
㎞
が

開
業
し
、
12
月
に
は
東
藤
原

－

西
藤
原
駅
間

が
開
通
し
て
三
岐
線
26
・
５
㎞
が
全
通
し

た
。セ

メ
ン
ト
輸
送
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
32

年
に
小
野
田
セ
メ
ン
ト
藤
原
工
場
が
完
成
し

た
翌
年
１
月
か
ら
で
あ
る
。
東
藤
原
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
（
旧
国
鉄
）
と
接
続
す
る
富
田
駅
へ
。

セ
メ
ン
ト
を
積
ん
だ
貨
車
は
こ
こ
で
Ｊ
Ｒ
貨

物
に
継
送
さ
れ
、
セ
メ
ン
ト
は
四
日
市
港
に

あ
る
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
四
日
市
出
荷
セ
ン

タ
ー
へ
と
運
ば
れ
る
。

高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
貨
物
輸
送
の
主

役
は
鉄
道
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
移
っ
た
が
、
藤

原
工
場
か
ら
出
荷
さ
れ
る
セ
メ
ン
ト
の
約
４

割
は
今
な
お
鉄
道
が
担
い
、
現
在
セ
メ
ン
ト

の
車
扱
（
バ
ラ
積
み
）
輸
送
を
行
っ
て
い
る

の
は
三
岐
鉄
道
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
三
岐
線
は
開
業
当
初
か
ら
旅
客
輸

送
も
行
っ
て
お
り
、
沿
線
で
宅
地
開
発
が
進

ん
だ
60
年
代
以
降
、
旅
客
需
要
も
大
き
く
伸

び
た
。

現
在
の
三
岐
線
の
鉄
道
営
業
収
入
は
、
貨

物
と
旅
客
が
ほ
ぼ
半
々
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
端
を
担
う

三
岐
線
の
貨
物
輸
送
の
歴
史
を
も
う
少
し

見
て
み
よ
う
。

戦
後
、
特
需
景
気
で
セ
メ
ン
ト
需
要
が
急

増
す
る
と
、
貨
物
輸
送
増
大
に
対
応
す
る
た

め
、
三
岐
線
は
54
年
に
全
線
を
電
化
す
る
。

電
気
機
関
車
や
貨
車
を
増
備
し
て
、
電
化

に
よ
る
列
車
運
行
が
軌
道
に
乗
っ
た
59
年
に

は
、
黒
部
川
第
四
ダ
ム
の
建
設
用
セ
メ
ン
ト

輸
送
が
始
ま
っ
た
。
１
日
最
高
60
両
の
無
蓋

貨
車
に
バ
ラ
積
み
し
た
セ
メ
ン
ト
を
、
東
藤

原
駅
か
ら
旧
国
鉄
大
糸
線
信
濃
大
町
駅
に
向

け
て
送
り
出
す
。
63
年
ま
で
の
４
年
間
で
、

41
万
７
０
０
０
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
輸
送
し

た
。セ

メ
ン
ト
に
関
連
す
る
貨
物
輸
送
の
ピ
ー

ク
は
１
９
８
万
ト
ン
を
輸
送
し
た
79
年
だ

※小野田セメントは1994年に秩父セメントと合併して秩父小野田に、浅野セメントは1947年に日本セメントに改称。
1998年に秩父小野田と日本セメントが合併して、セメント業界最大手、太平洋セメントとなった。
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太平洋セメント株式会社
藤原工場 製造部 製造課

田中 博
Hiroshi TANAKA

文
◉
伏
島
賢
二
／
撮
影
◉
織
本
知
之

三
岐
鉄
道
の
三
岐
線
は
、
セ
メ
ン
ト
輸
送
を
主
目
的
に
計
画
さ
れ
た
路
線
で
あ
る
。

貨
車
に
よ
る
セ
メ
ン
ト
の
鉄
道
輸
送
は
、

わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
期
、
全
国
津
々
浦
々
で
行
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
貨
物
輸
送
の
主
役
は
ト
ラ
ッ
ク
に
移
り
、

現
在
で
は
三
岐
鉄
道
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
よ
る

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
藤
原
工
場
の
四
日
市
港
輸
送
が
ラ
ス
ト
ワ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
三
岐
鉄
道
で
は
、
鉄
道
だ
か
ら
実
現
で
き
る
大
量
・
安
定
輸
送
の
特
長
を
活
か
し
て
、

１
９
９
０
年
よ
り
「
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
・
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
の
往
復
輸
送
」
を
開
始
し
た
。

セ
メ
ン
ト
工
場
と
火
力
発
電
所
の
「
資
源
循
環
」
の
輪
を
つ
な
ぐ
貨
物
輸
送
で
あ
る
。

セ
メ
ン
ト
輸
送
は
黒
い
貨
車
の
16
両
編
成
、

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
・
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
輸
送
は
白
い
貨
車
の
14
両
編
成
、

そ
の
ス
ケ
ー
ル
感
、
力
強
さ
、
迫
力
。
貨
物
列
車
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
あ
る
。

富
田
駅
と
東
藤
原
駅
で
行
わ
れ
る
貨
物
列
車
の
入
れ
換
え
作
業
、

そ
し
て
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
工
場
で
の
取
り
下
ろ
し
、
積
載
作
業
に
密
着
し
た
。

三
岐
鉄
道
・
太
平
洋
セ
メ
ン
ト

密
着
レ
ポ
ー
ト
！

「
資
源
循
環
」の
輪
を

つ
な
ぐ
三
岐
線
貨
物
輸
送

特
集
：
地
方
鉄
道
の
経
営
努
力
と
公
的
支
援

［
地
域
の
活
力
を
支
え
る
三
岐
鉄
道
　
三
岐
線
・
北
勢
線
］



が
、
２
０
０
０
年
代
初
め
に
は
、
中
部
国
際

空
港
建
設
の
た
め
の
埋
立
用
土
砂
輸
送
の
一

部
を
鉄
道
輸
送
し
て
い
る
。
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
が
藤
原
岳
で
採
取
し
た
空
港
建
設
用
の
土

砂
を
、
四
日
市
出
荷
セ
ン
タ
ー
ま
で
輸
送
す

る
。
同
セ
ン
タ
ー
で
取
り
下
ろ
し
て
砂
利
運

搬
船
に
積
み
込
み
、
空
港
建
設
予
定
地
ま
で

海
上
輸
送
す
る
ル
ー
ト
だ
っ
た
。

空
港
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
端
を
担

う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
30
カ
月
の
間
に
お

よ
そ
５
０
０
万
ト
ン
の
土
砂
を
運
ん
だ
。

鉄
道
が
つ
な
ぐ
資
源
循
環
の
輪

三
岐
線
で
運
ば
れ
て
い
る
貨
物
は
セ
メ
ン

ト
だ
け
で
は
な
い
。
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
フ

ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
（
石
炭
灰
）
も
、
セ
メ
ン
ト
貨

車
と
異
な
る
専
用
貨
車
を
使
い
、
別
の
経
路

で
往
復
輸
送
さ
れ
て
い
る
。
環
境
に
や
さ
し

い
鉄
道
貨
物
輸
送
の
新
し
い
在
り
方
を
示
唆

す
る
取
り
組
み
だ
が
、
世
間
的
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
・
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
輸

送
（
炭
カ
ル
・
Ｆ
Ａ
輸
送
）
は
、
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
藤
原
工
場
と
愛
知
県
内
の
石
炭
火
力
発

電
所
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細

を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
だ
が
、
同
社
で

生
産
す
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
石
炭
火
力

発
電
所
で
発
生
す
る
排
ガ
ス
を
処
理
す
る
脱

硫
装
置
に
使
用
さ
れ
る
。

一
方
、
石
炭
火
力
発
電
所
で
は
、
石
炭
の

燃
焼
に
よ
り
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
が
排
出
さ
れ

る
。
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
は
二
酸
化
ケ
イ
素
や

酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
セ
メ
ン
ト
の
原

料
で
あ
る
天
然
粘
土
と
成
分
が
似
て
い
て
、

代
替
品
と
し
て
セ
メ
ン
ト
生
産
に
利
用
で
き

る
。
つ
ま
り
、
産
業
廃
棄
物
の
フ
ラ
イ
ア
ッ

シ
ュ
が
セ
メ
ン
ト
工
場
で
資
源
に
生
ま
れ
変

わ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

藤
原
工
場
か
ら
石
炭
火
力
発
電
所
に
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
を
輸
送
し
、
石
炭
火
力
発
電
所

か
ら
は
藤
原
工
場
へ
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を
輸

送
す
る
「
資
源
循
環
の
輪
」。
こ
れ
を
往
復

輸
送
で
実
現
で
き
れ
ば
、
非
常
に
効
率
的

だ
。そ

う
し
た
計
画
か
ら
90
年
11
月
に
始
ま
っ

た
の
が
、
鉄
道
に
よ
る
往
復
輸
送
な
の
で
あ

る
。
こ
の
輸
送
に
は
、
三
岐
鉄
道
の
他
に
Ｊ

Ｒ
貨
物
と
衣
浦
臨
海
鉄
道
も
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
藤
原
工
場
・
製

造
部
製
造
課
の
田
中
博
さ
ん
に
ご
登
場
願
お

う
。
田
中
さ
ん
は
原
料
と
製
品
の
輸
送
管
理

を
担
当
し
て
い
る
。
田
中
さ
ん
は
「
聞
い
た

話
な
の
で
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
こ
う
話
し

て
く
れ
た
。

「
ひ
と
く
ち
に
弊
社
が
供
給
す
る
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
と
、
石
炭
火
力
発
電
所
の
フ
ラ
イ

ア
ッ
シ
ュ
を
往
復
輸
送
す
る
と
い
っ
て
も
、

ど
う
や
っ
て
運
ぶ
か
、
と
い
う
現
実
的
な
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
知
恵
を
絞
っ
た
末
、　

鉄
道
輸
送
な
ら
大
量
・
安
定
輸
送
が
可
能

で
、
環
境
負
荷
も
低
く
、
周
辺
地
域
の
交
通

へ
の
影
響
も
回
避
で
き
る
。
こ
こ
に
鉄
道
の

出
番
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
よ
」

藤
原
工
場
か
ら
石
炭
火
力
発
電
所
ま
で
、

三
岐
鉄
道
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
、
衣
浦
臨
海
鉄
道
の

３
社
を
上
手
く
つ
な
げ
ば
実
現
で
き
そ
う

だ
。「

三
岐
鉄
道
は
弊
社
と
関
係
が
深
い
し
、

地
元
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
現
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

貨
車
は
当
初
、
セ
メ
ン
ト
輸
送
用
を
流
用

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
こ
れ
だ
と
25
ト
ン
し

か
積
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
と
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
は
セ
メ
ン
ト
よ
り
も

比
重
が
小
さ
い
の
で
、
も
っ
と
大
量
に
積
め

る
貨
車
を
用
意
し
よ
う
と
、
専
用
貨
車
を
開

発
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
そ
う
だ
。
中
身
の

取
り
下
ろ
し
と
積
載
を
効
率
的
に
行
え
る
よ

う
に
、
内
部
設
計
も
工
夫
し
た
。
そ
し
て
完

成
し
た
の
が
35
ト
ン
積
み
の
白
い
専
用
貨
車

で
あ
る
。

東
藤
原
駅
に
留
置
さ
れ
た
、
こ
の
貨
車
を

見
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
白
い
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
と
も
相
ま
っ
て
、
黒
い
セ
メ
ン
ト
貨
車
よ

り
も
だ
い
ぶ
大
き
く
見
え
た
。
ま
た
、
白
に

ブ
ル
ー
の
ラ
イ
ン
が
入
り
、
面
を
強
調
し
た

デ
ザ
イ
ン
が
モ
ダ
ン
な
印
象
だ
。

大
量
・
安
定
輸
送
を
鉄
道
が
支
え
る

こ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
経
路
を
た
ど
っ
て
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特集：地方鉄道の経営努力と公的支援
［地域の活力を支える三岐鉄道　三岐線・北勢線］

三岐鉄道株式会社
鉄道部 運輸課 係長

園田 亮
Ryo SONODA

富田駅で貨車の受け渡しを行う。JR 貨物（左）と三岐鉄道の機関車が並ぶ

1985 年 3 月に旅客扱いを休止して以降、富田駅は貨物専用の駅となっている



炭
カ
ル
・
Ｆ
Ａ
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
藤
原
工
場
か

ら
。
東
藤
原
駅
か
ら
藤
原
工
場
ま
で
伸
び
る

専
用
線
は
そ
れ
ぞ
れ
セ
メ
ン
ト
、
炭
カ
ル
・

Ｆ
Ａ
の
荷
役
設
備
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を
取
り
下
ろ
し
、
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
積
載
（
コ
ラ
ム
で
紹
介
）
し

た
貨
車
は
、
専
用
線
を
経
由
し
て
東
藤
原
駅

の
手
前
か
ら
本
線
に
進
入
。
夕
方
出
発
し
、

三
岐
線
の
本
線
を
進
ん
で
富
田
駅
ま
で
走
行

す
る
。
夜
、
構
内
で
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
機
関
車
に

付
け
替
え
ら
れ
、
貨
車
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
引
き

渡
さ
れ
る
。
こ
の
先
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
担
当
。

関
西
本
線
、
東
海
道
本
線
を
経
由
し
て
大
府

駅
へ
。
こ
こ
で
さ
ら
に
衣
浦
臨
海
鉄
道
の
機

関
車
に
付
け
替
え
て
、
Ｊ
Ｒ
武
豊
線
、
衣
浦

臨
海
鉄
道
碧
南
線
を
経
由
し
、
貨
物
列
車
は

石
炭
火
力
発
電
所
の
最
寄
り
駅
で
ゴ
ー
ル
す

る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
、
出
発
し
た
日

の
翌
日
の
午
前
中
だ
。

復
路
の
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
の
輸
送
は
こ
の

逆
の
経
路
を
た
ど
る
。
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を

積
載
し
た
貨
車
は
、
到
着
し
た
日
の
午
後
に

出
発
。
そ
の
翌
日
の
昼
ご
ろ
ま
で
に
東
藤
原

駅
に
到
着
す
る
。
片
道
１
１
０
㎞
ほ
ど
の
道

の
り
で
、
１
日
１
往
復
の
運
行
だ
。

こ
う
し
て
貨
物
鉄
道
が
大
量
・
安
定
輸
送

を
支
え
て
い
る
わ
け
だ
が
、
毎
日
の
運
行
の

中
で
は
、
ど
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。
三
岐
鉄
道
・
鉄
道
部
運
輸
課
の
園
田
亮

係
長
に
聞
い
て
み
る
と
、「
長
距
離
を
旅
客

列
車
の
合
間
を
縫
う
よ
う
に
運
行
し
ま
す
の

で
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
や
事
故

な
ど
に
よ
り
、
道
中
の
ど
こ
か
の
区
間
で
ダ

イ
ヤ
が
乱
れ
る
と
、
そ
の
影
響
で
貨
物
輸
送

に
も
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
石

炭
火
力
発
電
所
か
ら
の
便
は
、
本
来
、
富
田

駅
に
夜
９
時
前
に
到
着
す
る
ん
で
す
が
、
そ

れ
が
真
夜
中
の
12
時
過
ぎ
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
る
た
び
に
、
各
社

と
の
調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
な

が
ら
、
最
後
は
「
で
も
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の

仕
事
。
困
難
に
め
げ
ず
に
頑
張
り
ま
す
よ
」

と
頼
も
し
い
言
葉
で
締
め
て
く
れ
た
。

地
域
貨
物
鉄
道
へ
の
思
い

こ
の
よ
う
に
貨
物
鉄
道
と
し
て
計
画
さ
れ
、

開
業
以
来
、
貨
客
輸
送
を
担
っ
て
走
り
続
け

る
三
岐
鉄
道
だ
が
、
貨
物
輸
送
を
維
持
・
存

続
す
る
上
で
、
現
在
、
重
要
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
と
い
う
。
貨
車
の
更
新
だ
。

三
岐
鉄
道
が
運
用
す
る
貨
車
は
、
セ
メ
ン

ト
輸
送
用
貨
車
95
両
と
炭
カ
ル
・
Ｆ
Ａ
輸
送

用
貨
車
34
両
の
計
１
２
９
両
。
一
般
的
に
貨

車
の
寿
命
は
30
年
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
切
り
替
え
時
だ
。

貨
車
は
５
年
に
１
度
、
全
般
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
全
般
検
査
に

通
ら
な
い
車
両
は
、
運
用
を
停
止
す
る
し
か

な
く
、
新
造
を
計
画
し
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
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東藤原駅と太平洋セメント藤原工場は専用線でつながっている

炭カル・FA 輸送の新造貨車。白いボディに青のラインが入ったモダンなデザインだ

貨物列車の脇を旅客列車が走り抜ける
上／セメント輸送列車
下／炭カル・FA 輸送列車

■三岐鉄道貨物営業の概要

東藤原

富田
四日市

三岐鉄道
JR貨物

衣浦臨海鉄道

西藤原

セメント輸送列車の経路
炭酸カルシウム・フライ
アッシュ輸送列車の経路

大府

四日市港



深
刻
な
貨
車
不
足
と
な
る
。
事
実
、
セ
メ
ン

ト
輸
送
用
貨
車
は
、
不
足
す
る
事
態
と
な
っ

て
お
り
、
三
岐
鉄
道
は
そ
の
対
応
を
思
案
中

だ
と
い
う
。

取
材
を
終
え
て
、
東
藤
原
駅
か
ら
三
岐
線

に
乗
っ
た
。
夕
方
の
列
車
は
途
中
か
ら
学
生

服
の
高
校
生
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
ふ
と

視
線
を
移
す
と
、
車
窓
の
向
こ
う
に
小
さ
な

男
の
子
を
抱
い
た
若
い
お
母
さ
ん
が
見
え
た
。

男
の
子
の
多
く
は
、
無
条
件
に
電
車
や
ク

ル
マ
に
夢
中
に
な
る
も
の
だ
。
男
の
子
は
黄

色
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
旅
客
列
車
を
指
差
し
て

興
奮
気
味
だ
。
お
母
さ
ん
は
幸
せ
そ
う
に
ほ

ほ
笑
ん
で
い
る
。
三
岐
線
に
は
、
黒
い
セ
メ

ン
ト
貨
車
も
、
白
い
炭
カ
ル
・
Ｆ
Ａ
貨
車

も
、
毎
日
走
る
。
こ
ん
な
光
景
は
三
岐
線
の

他
に
は
な
い
だ
ろ
う
。

お
母
さ
ん
に
抱
か
れ
た
男
の
子
も
、
こ
の

電
車
に
乗
っ
て
通
学
す
る
よ
う
に
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
い
つ
か
、
地
域
貨
物

輸
送
が
果
た
す
役
割
や
意
義
を
理
解
す
る
日

が
来
る
だ
ろ
う
。　

そ
ん
な
と
き
、
こ
の
沿
線
に
生
ま
れ
育
っ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

そ
の
た
め
に
も
、
直
面
す
る
課
題
を
乗
り
越

え
、
地
方
鉄
道
で
は
希
少
と
な
っ
た
三
岐
鉄

道
の
貨
物
輸
送
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
願

う
。
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特集：地方鉄道の経営努力と公的支援
［地域の活力を支える三岐鉄道　三岐線・北勢線］

取り下ろし・積載の作業手順

太平洋セメント藤原工場

太平洋セメント藤原工場で行われているフライアッシュ
の取り下ろしと炭酸カルシウムの積載作業を見学させて
もらった。藤原工場内の作業エリアは、飾り気のない、
作業効率を突き詰めて設計されている、まさに「プロの
仕事場」といった感じだった。また、高いサイロが屹立
し、パイプがうねり、工場好きにはたまらない雰囲気だ。
ここで働いている作業員は通常は３人。取材日には見習
いの人が１人加わっていた。どの人も三岐鉄道の社員だ
が、皆キビキビと動いている。頼もしい。

フライアッシュの取り下ろし

炭酸カルシウムの積載

三岐鉄道からＪＲ貨物へ
富田駅で、三岐鉄道とＪＲ貨物で貨車の受け渡しが行わ
れる。ＪＲ貨物のＤＤ 51型機関車に牽引された 16両編
成のセメント貨車がホームに入線してきた。その編成の
長さに驚いてしまった。

貨物列車の入れ換え作業
東藤原駅の側線には、８両編成のセメント貨車が留置し
ていた。ＥＤ 45 型機関車が重連でホームから本線を十
数ｍ前進、側線に入り、貨車を連結する。操車員は３人。
専用線を通って、太平洋セメント藤原工場に向かった。

列車を移動させ、貨車の下にある排出
口と、ホームに開いているフライアッ
シュの受け口とをピタリと合わせる。
見ていたら一発で合わせていた。職人
技だ。貨車の排出口をホームの受け口
に接続する。

貨車のエアー注入口にホースを接続す
る。ホースから空気を勢いよくタンク
の中に注入すると、フライアッシュが
排出される。田中さん曰く「エアーを
注入するとフライアッシュが水のよう
に出てくるんです」

プラスチックハンマーでタンクの各部を
叩いて音をチェック。音の変化でフライ
アッシュが全部出たかがわかるそうだ。
全部排出されたことが確認できたら、貨
車の排出口、ホース、ホームの受け口を
閉じて終了。この間、約12分。

1 2 3

貨車の上に注入口がある。そこに上っ
て口を開ける。上からぶら下がってい
る極太のホースを移動させ、ホースの
口と貨車の注入口を接続する。これも
一発でピッタリ。

すぐ横にある「炭カル積込操作盤」の
ボタンを押して積載開始。操作盤には
計量器の表示がある。それを見ながら
所定の量まで入れる。所要時間約 17
分。

この設備には８両編成で入る。ホーム
の受け口などはそれぞれ２つあり、一度
に作業できるのは２両だ。よって、この
作業を８両編成で４回繰り返すことにな
る。全プロセスを午前と午後にそれぞれ
３時間かけて行う。

4 5

富田駅 東藤原駅


